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五
月
十
五
日
本
校
体
育
館

で
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

(

東
和

秀
氏

)

・
学
校
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、

議
長

(

日
高
好
作

氏

)

を
選
出
し
、

協
議
事
項

に
入
り
ま
し
た
。

協
議
事
項

①
　
十
八
年
度
活
動
・
決
算
・

　
監
査
報
告

②
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
改
選
項
目
の

　
撤
廃
・
各
地
区
の
運
営
委
員

　
数
変
更
に
つ
い
て

③
　
役
員
改
選

④
　
専
門
部
に
つ
い
て

⑤
　
十
九
年
度
活
動
計
画

⑥
　
十
九
年
度
予
算
案

⑦
　
土
曜
講
座
実
施
の
お
願
い
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八　重　岳

　
熊
毛
地
区
春
季
体
育
大
会

　
五
月
十
日
、

熊
毛
地
区
春
季
体
育
大
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

弓
道
大
会
は
上
屋
久

町
弓
道
場
で
実
施
さ
れ
、

そ
の
他
の
種
目

は
種
子
島
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
季
大
会
の
成
績
で
す
。

　
　
　
　
　
（

優
勝
・
一
位
の
み
掲
載
）

◎
団
体
優
勝

　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

　
　
男
子
弓
道
・
女
子
弓
道

◎
個
人
一
位

　
　
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

 
 
シ
ン
グ
ル
ス
　
新
田
千
鶴
さ
ん

　
　
ダ
ブ
ル
ス
　
　
寺
田
菜
月
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
邊
ほ
た
る
さ
ん

　
　
陸
上
男
子
四
〇
〇
ｍ
原
田
　
剛
君

　
　
陸
上
女
子
一
〇
〇
ｍ
高
橋
　
和
さ
ん

　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
ｍ
森
山
　
渚
さ
ん

 
　
　
　
　
　
八
〇
〇
ｍ
宇
都
優
華
さ
ん

 
　
　
　
　
や
り
投
げ
　
宮
司
理
加
さ
ん

　
　
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
　
　
　
竹
之
内
悠
志
君

　
　
　
　
中
野
紀
史
君

　
　
女
子
弓
道
　
　
荒
木
め
ぐ
み

　
高
校
総
体
県
予
選
が
五
月
下
旬
か
ら
六

月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
頃
の
練

習
の
成
果
を
十
分
発
揮
し
、

悔
い
の
残
ら

な
い
よ
う
に
一
所
懸
命
に
、

頑
張
っ

て
ほ

し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

１
　
３
年
間
を
見
通
し
た
進
路

　
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
、
将

　
来
の
職
業
を
意
識
し
た
進
路

　
指
導
を
充
実
さ
せ
、
生
徒
一

　
人
一
人
の
興
味
・
関
心
や
適

　
性
に
応
じ
た
進
路
実
現
に
努

　
め
る
。

２
　
生
徒
の
実
態
に
即
し
た
工

　
夫
さ
れ
た
授
業
と
、
個
に
応

　
じ
た
指
導
に
努
め
、
学
習
意

　
欲
の
高
揚
と
基
礎
学
力
の
定

　
着
・
充
実
を
図
る
。

３
　
人
間
的
な
触
れ
合
い
を
通

　
し
て
、
生
徒
が
生
き
生
き
と

　
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
る

　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
き
め
細

　
か
な
指
導
に
努
め
る
。

４
　
全
職
員
の
協
力
体
制
に
よ

　
る
組
織
的
・
計
画
的
な
教
育

　
活
動
の
推
進
と
、
職
員
の
資

　
質
向
上
を
図
る
た
め
の
職
員

　
研
修
の
充
実
に
努
め
る
。

５
　
日
常
の
教
育
活
動
や
学
校

　
行
事
等
を
通
し
て
、
人
と
し

　
て
の
見
識
・
礼
儀
・
マ
ナ
ー

　
を
身
に
つ
け
、
明
る
く
す
が

　
す
が
し
い
、
地
域
か
ら
信
頼

　
さ
れ
る
屋
久
島
高
校
生
の
育

　
成
を
目
指
す
。

６
　
地
域
や
家
庭
と

　
の
連
携
を
深
め
、

　
教
育
課
題
の
改
善

　
を
図
る
と
と
も
に
、

　
地
域
の
教
育
・
文

　
化
活
動
の
拠
点
と

　
な
る
よ
う
開
か
れ

　
た
学
校
づ
く
り
に

　
努
め
る
。

平
成
十
九
年
度

　
学
校
の
努
力
目
標

　
環
境
特
別
講
義

　
環
境
コ
ー

ス
で
は

、

「
環
境
社

会
基
礎

」
の
授
業
で
地
域
学
習
を

進
め
て
い
ま
す
が

、
そ
の
一
環
と

し
て

、

「
環
境
特
別
講
義

」
を
実

施
し
ま
し
た

。
講
師
に
は
岩
手
大

学
の
柴
崎
茂
光
氏
を
招
き

「
屋
久

島
の
自
然
・
観
光
・
島
づ
く
り
に

つ
い
て

」
と
題
し
て
九
十
分
間
授

業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。

　
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り

、
屋
久

島
の
環
境
保
全
活
動
の
現
状
・
地

域
経
済
の
概
況
・
地
域
づ
く
り
へ

の
提
案
・
調
査
研
究
の
手
法
な
ど

に
つ
い
て
講
義
さ
れ
ま
し
た

。

「
愛
を
持

っ
て
社
会
貢
献
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

。
生
物
・
生
態

系
ま
で
本
気
で
愛
す
る
気
持
ち
が

な
い
と
環
境
問
題
は
解
決
し
な
い

だ
ろ
う

。

」
と
最
後
に
話
を
ま
と

め
ら
れ
ま
し
た

。

５月～６月の主な行事

５月３０日　チャレンジデー
６月２，３日　３年進研模試
６月１０日　  第１回英語検定
　　　　　　　  第１回漢字検定
　　　　　   　・文章検定
６月１６，１７日　文化祭
６月２１・２２日　PTA研修視察
６月２３日　進学相談会
６月２４日　全商簿記検定
６月２５日　生徒会役員改選
６月２６～２９日　期末考査
６月３０日　進路検討会

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会


